
　　　　

令和 7 年 2 月 1 日

10 時 0 分から 16 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

事業所名 八街市立　つくし園 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念 私達「つくし園」の職員は、一人一人の子どもの個性を尊重し深い愛情と笑顔をもって、利用者に接し療育技術の向上を目指し、常に研鑽努力します。

支援方針

・子どもの健康と安全管理を念頭に、日常生活の基本動作を繰り返し行うことにより、簡単な身辺処理を自分でできるように支援する。
・楽しいふれあい遊びや、運動などを通して積極的に友達と遊べるように促し、豊かな心を育てる。
・提供する発達支援に対する保護者の意見（苦情・要望・相談）をいつでも聞き職員全員でその問題解決に努める。

営業時間 送迎実施の有無

ねらい 療育活動

本

人

支

援

・身の回りを清潔にし、衣服の着脱、食事、排泄などの生活に必要なことを自
分でする。
・健康な生活リズムを身に付ける。

・手洗い指導、音楽に合わせた乾布摩擦を取り入れ衣服の着脱など繰り返し行い、生活に必要な行動を身
に付ける。
・1日の流れを確認することで見通しを持って行動できる。

・十分に体を動かして遊び、身体機能を高める。
・生活の中で様々な音、形、手触り、動きなどに気付いたり、感じたりして楽
しむ。

・サーキット遊び、体操、戸外遊び、散歩に参加し体を十分に使って遊ぶ。
・季節に合った制作をし、手先を使った造形活動に参加する。

・身近な物や遊具に興味を持って関わり、自分なりに比べたり、試したりして
工夫して遊ぶ。
・活動プログラムを視覚的に示し、安心して自発的に行動できるようにする。

・新聞紙、砂、小豆などに触れ、遊びを持続させながら展開する。
・保育士の提示する絵カードを見て次の行動がわかりスムーズに動けるようになる。

・年齢や発達状態に応じ自分の気持ちを言葉や身振り等で伝え、言語の習得を
する。
・人の話を注意して聞き、相手にわかるように話しコミュケーションを取る楽
しさを味わう。

・日々の挨拶や会話を大切にする。理解度や年齢に応じたやりとりをする中で言葉の表出に繋げる。
・いろいろな体験を通じてイメージや言葉を広げ、他者に伝わった喜びを味わう。

・友達と楽しく生活する中で決まりの大切さに気付き、守ろうとする。
・遊びの中で友達と積極的に関わり喜びや悲しみを共に共感し合う。
・職員と継続的に関わることにより信頼関係を築く。

・友達の存在に気付き一緒に遊ぶ楽しさを味わえるようにする。
・ルールのある遊びを通し順番を守ることや待つことの大切さを感じられるようにする。
・個々に合った介入をし、安心感が得られるようにする。

主な行事等

<年間行事等＞
・こどもの日　　　　　・七夕　　　　　　　　・運動会ごっこ　　・秋まつり　　・人形劇　　・クリスマス会　　・お正月遊び　　・節分　　・ひなまつり　　・おわかれ会
・身体測定（毎月）　　・避難訓練（年8回）　　・交通安全教室（年1回）

<専門職による指導＞

・内科検診（年2回）　　　　　　　　　　　　　　　　・歯科口腔指導（年1回）　　　　　　　　　　　　　　　・小児科専門医による発達相談指導（年7回）
・理学療法（月1回）　　　　　　　　　　　　　　　　・臨床心理士による発達検査と相談（月1、2回）　　　　・音楽療法（年10回）
・言語聴覚士によることばの相談（年3回）　　　　　　・栄養士による栄養相談（年2回）　　　　　　　　　　・歯科衛生士によるブラッシング指導（年2回）

家族支援
・療育相談（随時）　　　　　　　・きょうだい児保育
・『ライフサポートファイルを書こう会』を開催（年2回）

移行支援

・八街市幼小連携会議参加
・事前移行担当者会議参加
・放課後等ディサービス説明会参加

地域支援・地域連携
・幼稚園・保育園等訪問　　　　　　　・出張つくし園
・八街市自立支援協議会参加

職員の質の向上
・千葉県通園施設連絡協議会主催研修参加
・職員研修会（随時）


